
 

 第２回 景観専門委員会の報告 

 平成１８年２月２１日 

資料２－１
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 景観特性区分 上流部拡大図
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観光・歴史的景観要素分布図
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生活・文化的景観要素分布図



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

典型的な生息・生育環境

環境区分特徴 特徴 生息・生育する生物 分布位置

1.大橋川湿性地 ・水田、湿性草本群落からなる ヨシ、カヤネズミ、トノ 中の島、松崎島、

・一部に樹林地が存在する サマガエル、クサガメ、 中州及び下流左岸

サギ類、オオヨシキリ、

シオカラトンボ、カメム

シ類等

参考：大橋川改修事業環境調査計画書(案)平成17 年4 月中国地方整備局出雲河川事務所

典型的な生息・生育環境

環境区分特徴 特徴 生息・生育する生物 分布位置

2.大橋川水域 ・宍道湖と中海を繋ぐ水域である ホシハジロ、キンクロハ 剣先川、朝酌川の

・塩分は上流部で低く、下流部では高 ジロ、ヤマトシジミ（上 水門より下流を含

　く、流下遡上を繰り返す流動の影響 流側）、ホトトギスガイ む大橋川水域

　を受け経時的な変動が大きい （下流側）、ヨシ、コア

・剣先川は流動性が低い マモ等

・中下流部の河岸にはヨシ等が大規模

　な群落を形成する

参考：大橋川改修事業環境調査計画書(案)平成17 年4 月中国地方整備局出雲河川事務所

参考：環境省自然環境局生物多様性センター「生物多様性情報システム」 

５ 
 

自然面からみた沿川状況図




